
2023 年 6 月 30 日

製造者名 型式 製造年月
表示記号

等
囲い等
の有無

分別・
混在の別

漏れ等の
おそれ

（第１面）

保管の場所

様式第一号（一）（第九条、第二十条及び第二十七条関係）

番号

①前年度の３月31日に保管していたポリ塩化ビフェニル廃棄物

廃棄物の型式等

処分予定
年月

保管事業場の所在地

076-237-8300

金沢市長

保管事業場の名称

社会福祉法人中央福祉会

台数又は
容器の数

総重量
（１台当たり
重量×台数）

参考事項

　特別養護老人ホーム寿晃園

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

金沢市鞍月東１丁目１９番地

廃棄物の種類

電話番号

量

特別管理産業廃棄物管理責任者の職名及び氏名

ポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分状況等届出書（保管事業者及び所有事業者用）

保管の状況

容器の
性状

理事長　北元　喜洋

殿

  ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法第８条第１項（法第15条及び第19条において読み替えて準用する場合を含む。）

届出者   

の規定に基づき、令和

定格
容量

１．ポリ塩化ビフェニル廃棄物について

年度のポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分の状況等を届け出ます。

処理業者との
調整状況

　嘱託医　毛利　郁朗

住　所

氏　名

電話番号

濃度
区分

　金沢市鞍月東１丁目19番地

　同上

076-237-8300



（日本産業規格　Ａ列４番）



型式 製造年月

型式 製造年月
処分委託
年月日

処分受託者の
名称

（第２面）

番号

②前年度中に新たに保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物

台数又は
容器の数

濃度
区分

保管開始
理由

参考事項
保管開始
年月日定格

容量

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物（④の場合を除く。）

番号 廃棄物の種類

番号 廃棄物の種類 参考事項

保管終了
年月日

参考事項

量

処分後の廃棄物の
種類及び処分先

処分を委託した場合

台数又は
容器の数

総重量
（１台当たり
重量×台数）

型式 製造年月製造者名

廃棄物の型式等

表示記号
等

製造者名

廃棄物の型式等

表示記号
等

総重量
（１台当たり
重量×台数）

濃度
区分

廃棄物の種類

量

④前年度中に自ら処分し、又は処分を委託したポリ塩化ビフェニル廃棄物

台数又は
容器の数

総重量
（１台当たり
重量×台数）

処分
年月日

自ら処分した場合

廃棄物の型式等

製造者名
定格
容量

定格
容量

処分
年月日

表示記号
等

量

濃度
区分

保管終了
理由

移動先の保管の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地



製造者名 型式 製造年月
表示記号

等

1 50 KVA 三菱 SF型１ 1984年 なし 台 kg 低濃度
屋上屋外キュー

ビクル

製造者名 型式 製造年月
表示記号

等

量

　嘱託医　毛利　郁朗
ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る事業の管理

責任者の職名及び氏名

（第３面）

２．ポリ塩化ビフェニル使用製品について

　特別養護老人ホーム寿晃園

　金沢市鞍月東１丁目19番地

所在事業場の名称

所在事業場の所在地

076-237-8300

所在の場所

台数又は
容器の数

変圧器（トランス）

製品の型式等

電話番号

番号

廃棄の見込み

①前年度の３月31日に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。）

廃棄予定
年月

処分業者との
調整状況

総重量
（１台当たり
重量×台数）

濃度
区分

参考事項定格
容量

218.01

台数又は
容器の数

総重量
（１台当たり
重量×台数）

定格
容量

製品の型式等

製品の種類

②前年度中に新たに所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。以下同じ。）

番号 製品の種類

量
所有開始
理由

所有開始
場所

所有開始
年月日

参考事項



製造者名 型式 製造年月
表示記号

等

備考

    廃棄物については記入しなくて構わない。

３．「保管事業場の名称」及び「保管事業場の所在地」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の場所に係る事業場を記入すること。また、「所在事業場の名称」及び

台数又は
容器の数

総重量
（１台当たり
重量×台数）

１４．「保管の状況」の欄のうち、「分別・混在の別」の欄には、他の物品と分別して保管しているか混在して保管しているかの別を記入すること。

    度ポリ塩化ビフェニル使用製品の略称、「低濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物以外のポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品以外

６．「廃棄物の型式等」及び「製品の型式等」の欄には、変圧器（トランス）等の銘板に記載されている「定格容量」、「製造者名｣、｢型式｣、｢製造年月｣ 及び「表示記号

    等」を記入すること。なお、「表示記号等」については、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること（例：不燃性油）。

１２．「保管の状況」の欄のうち、「容器の性状」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している容器の有無、容器がある場合にはその種類を具体的に記入すること

    （例：「ドラム缶」、「なし」）。

    数（缶数等）を、それぞれ単位とともに記入すること。ただし、電気機器であっても、小型のものを容器にまとめて保管している場合であって台数（個数）を把握する

    ことができないときは、保管している容器の数（缶数等）を単位とともに記入すること。

１１．「保管の状況」として、新たにポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況を届け出る場合や、既に届け出たポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況に変更があった場合

    には、保管しているポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管状況の分かる写真を本届出に添付すること。

１．この届出書は、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管又はポリ塩化ビフェニル使用製品の所有に係る事業場ごとに作成し、毎年度６月３０日までに提出すること。

８．「量」の欄のうち、「台数又は容器の数」の欄には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については台数（個数）を、その他のものについては保管している容器の

    こと。

    「所在事業場の所在地」の欄には、ポリ塩化ビフェニル使用製品の所在の場所に係る事業場を記入すること。

４．「番号」の欄には、それぞれ先頭に「前年度の元号数－」を加えた整理番号（平成２８年度の保管状況を届け出る場合の例：２８－００１）を付すこと。なお、前回ま

    での届出において既に当該事業場における番号が付されているものについては、引き続きその番号を記入すること。

５．「廃棄物の種類」及び「製品の種類」の欄には、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること。

１３．「保管の状況」の欄のうち、「囲い等の有無」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している場所の周囲の囲いの有無及び保管に係る掲示板の有無を記入する

    のものについては、容器込みでの重量を記載すること。

１０．「濃度区分」の欄には、「高濃度」、「低濃度」又は「不明」のうち該当するものを記入すること。なお、「高濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃

７．「処分予定年月」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物を自ら処分し、又は他人に委託することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル

    のポリ塩化ビフェニル使用製品の略称である。

１５．「保管の状況」の欄のうち、「漏れ等のおそれ」の欄には、保管中のポリ塩化ビフェニル廃棄物が漏れたりこぼれ落ちたりするおそれの有無を記入すること。

（第４面）

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品

製品の種類

製品の型式等
所有終了
年月日

所有終了
理由

移動先の所在の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地

参考事項番号

量

定格
容量

９．「量」の欄のうち、「総重量」の欄には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については、１台当たりの重量に台数（個数）を掛けた重量を記載すること。その他

２．届出者や事業場に関する情報に変更があった場合には、速やかに都道府県知事に連絡すること。



１６．「処分業者との調整状況」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物及び高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る処分業者との委託契約の締結状況等を記入する

    こと。低濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物については記載しなくて構わない。

１７．「参考事項」の欄には、その他保管の状況等を把握する上で参考となる事項を記入すること（例：「屋内で保管」、「絶縁油を抜いたもの」、「PCB濃度△mg/kg」、

    「今後分析予定」）。なお、保管の場所や所在の場所が複数存在する場合は、各廃棄物及び製品について、その保管の場所又は所在の場所をそれぞれ特定して記載する

    こと。

１８．「保管開始理由」及び「所有開始理由」の欄には、「他の事業場から移動」、「譲受け」及び「承継」のいずれかを記入すること。

１９．「保管終了理由」及び「所有終了理由」の欄には、「他の事業場に移動」、「譲渡し」及び「承継」のいずれかを記入すること。

２０．「処分年月日」の欄には、実際にポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分が終了した日を記入すること。

２１．「処分後の廃棄物の種類及び処分先」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を処分した後に生じた廃棄物の種類及び処分先を記入すること。

２２．「①前年度の３月31日に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。）」の表は、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用

    製品以外のポリ塩化ビフェニル使用製品については、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管事業者が、本施行規則第９条第１項第５号又は第20条第１項第５号の規定に基づ

    き、記載するものである。

２３．「高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物」とは、電気事業法（昭和３９年法律第１７０号）第２条第１項第１８号に規定する電気工作物である高濃度ポリ塩化ビ

    フェニル使用製品をいう。

２４．この届出書において、「廃棄」とは、ポリ塩化ビフェニル使用製品の使用を止め、廃棄物とすることをいう。

２５．「廃棄予定年月」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品を廃棄することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品については

    記載しなくて構わない。

２６．この届出に係るポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分についての産業廃棄物管理票の写し（廃棄物処理法第１２条の３第４項又は第１２条の５第５項の規定による送付を

    受けた産業廃棄物管理票の写しをいう。以下同じ。）を複写機によりＡ３判以下の大きさの用紙に複写したものを添付すること。なお、電子情報処理組織を使用するた

    めこれらの書類を添付することができない場合は、当該これらの書類に代えて、当該これらの書類に記載される事項に相当する事項を記録した電磁的記録をＡ３判以下

    の大きさの用紙に出力したものを添付すること。ただし、６月３０日において、産業廃棄物管理票の写しの送付又は廃棄物処理法第１２条の５第４項の規定による通知

    を受けていないため添付すべき書類を添付することができないときは、その産業廃棄物管理票の写しの送付のあった日又はその通知のあった日から１０日以内に提出す

    ること。

２７．その他環境大臣が定める書類及び都道府県知事が必要と認める書類を添付すること。

２８．都道府県知事が定める部数を提出すること。

（第５面）



様式第一号（一） （第九条、第二十条及び第二-'一七条関係）
（第1面）

ポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分状況等届出書（保管事業者及び所有事業者用）

令和 5年 7月 7日

金沢市長 村山卓殿

届出者

住所石川県金沢市野町5丁目18番18号
津田駒工業株式会社

氏名代表取締役会長兼社長高納伸
（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

電話番号076-244-9066

ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法第8条第1項（法第15条及び第19条において読み替えて準用する場合を含む。 ）
の規定に基づき、令和 年度のポリ塩化ピフェニル廃棄物等の保管及び処分の状況等を届け出ます。

1．ポリ塩化ビフェニル廃棄物について

津田駒工業株式会社本社工場保管事業場の名称

石川県金沢市野町5丁目18番18号保管事業場の所在地

’ ｜ 電話番号 ’電話番号特別管理産業廃棄物管理責任者の職名及び氏名 繊維機械業務部繊維機械生産技術課高田雅樹 076-244-9096

保管の場所

①前年度の3月31日に保管していたポリ塩化ピフェニル廃棄物

廃棄物の型式等 量 保管の状況

処分予定

年月

膿度

区分

処分業背との

調整状況
台数又は:総重晶

容器の数灘謂
廃棄物の種獺 参考二蛎項番)；

蕊|製造洲型式'製造側I獅洲 壼撫IW宥簑|網走り;噸ぞ
~

~

~

屋内係鴬金屈製

箱 豊鴇｜ 分別 ！ 無し
｡

Z
●

E

E
P

目

ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ

(3kg以上） '5, 1wAIﾘﾘ割6淵､| 198!#' 剛⑳-］ 低濃度1台 ; 57 1<g~ 洲幣'~|」



金属製

箱

囲い有

掲示有

ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ

(31<g以上）

日本コンテ

ンサエ業

SBF-

66150R
厩F落祠 低濃度 4Hf

ノb，、 調整中⑳-2
《
ロ－ 分別1981fi 57kg150KVA

屋内保管

金属製

箱 豊潟分別
ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ

(3kg以上）

口本コンテ

ンサエ業

AF66220

l1<B1
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一
Ｌ
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且
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毎
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ｌ
ｂ

互
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Ｊ
ノ 調整中⑳-3

今
ロ－1986年 50kg2001<VA

屋内保管

金属製

箱 豊鶚1 分別
ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ

(3kg以上）
開蒋詞 低濃度 ｲ脈

ノb，、 調整中⑳-7 光商会I ZPC-1I1971年
《
ロ－ 17kg2001(VA

屋内保管

I
金属製

箱 豊鶚| 分別
変圧器

(トランス）

北陸電

機製造

AOO745T

1
開蒋祠 調整中⑬-1 低濃度 伽［

〃0、、1980年
今
ロ－ 2300kg5001<VA

屋内保管

金属製

箱

囲い有

掲示有

変圧器

(トランス）

ﾀﾞｲﾍﾝ電

設機器
雨蒋詞⑳-8 低濃度 4脈

ノh,、 調整中1985年 1台 分別195kg2001(VA SE-PWO
屋内保管
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金属製

箱 豊潟分別
柱上変圧器

(柱上ﾄﾗﾝｽ）

北睦電
201<VA 不明 1989年
機製造

開瀝r同 低濃度 4胚
JU,、 調整中⑰-2 1台 136kg 屋内保管

電鶚i 分別
安定器
残筐体

ドラム

缶

ﾄラム缶

9缶

2，381． 3

kg
臓函ロ 低濃度 4脛

J、､、 調整中 屋内保管
~

②前年度中に新たに保管す~ることとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物

廃棄物の型式等 鼠

濃度

区分

保管開始

年月日

保管開始

理由
総重量
(1台当たり重

量x台数）

参考事項廃棄物の種類番号 台数又は

容器の数

定格

容量
製造者名｜ 型式 I製造年月｜表示記号等
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③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において保管することとなったポリ塩化ピフェニル廃棄物（④の場合を除く。 ）

廃棄物の型式等
仁1－
厘L

濃度

区分

保管終了

年月日

保管終了

理由

移動先の保管の場所並びに事業者

又は事業場の名称及び所在地
参考事項廃棄物の種類 総重量

（1台当たり

爾品x台数）

番号 定格

容量

台数又は

容器の数
製造者名｜型式｜製造年月 表示記号等



④前年度中に自ら処分し、又は処分を委託したポリ塩化ビフェニル廃棄物

廃棄物の型式等 自ら処分した場合 処分を委託した場合量
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2．ポリ塩化ビフェニル使用製品について

所在事業場の名称

所在事業場の所在地

|電話番号’電話番号ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る事業の管理
責任者の職名及び氏名

所在の場所



①前年度の3月31日に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ピフェニル使用電気工作物を除く。 ）

製品の型式等 廃棄の見込み 量

濃度

区分
総重邑
(1台当たり重

量x台数）

参考事項製品の種類 処分業者との

調整状況

番号
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②前年度中に新たに所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。以下同じ。 ）

製品の型式等 剛

所有開始

年月日

所有開始

場所

所有開始

理由
総重量
(1台当たり重

鼠x台数）

参考事項製品の樋類番号 定格

容量
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容器の数
製造者名； 型式 ：製造年月｜表示記号等

■

■

９

５

５

■

、

■

■

り

■

Ｂ

９

Ｉ

０

１

Ｕ

ｒ

ｌ

０

■

Ｂ

０

■

り

り

■

■ ’

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品

製品の型式等 量
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1． この届出書は、ポリ塩化ビフエニル廃棄物の保管又はポリ塩化ビフエニル使用製品の所有に係る事業場ごとに作成し、毎年度6月30口までに提出すること。
2．届出者や事業場に関する情報に変更があった場合には、速やかに都道府県知事に連絡すること。
3． 「保管事業場の名称」及び「保管事業場の所在地」の柵には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の場所に係る事業場を記入すること。また、 「所在事業場の名称」及び
「所在事業場の所在地」の棚には、ポリ塩化ビフェニル使用製品の所在の場所に係る事業場を記入すること。

4． 「番号」の棚には、それぞれ先頭に「前年度の元号数一」を加えた整理番号（平成28年度の保管状況を届け出る場合の例: 28-001)を付すこと。なお、前回ま
での届出において既に当該事業場における番号が付されているものについては、引き続きその番号を記入すること。

5． 「廃棄物の種類」及び「製品の種類」の欄には、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること。
6． 「廃棄物の型式等」及び「製品の型式等」の欄には、変圧器（トランス）等の銘板に記栽されている「定格容量」 、 「製造者名｣、 「型式｣、 「製造年月」及び「表示記号
等」を記入すること。なお、 「表示記号等」については、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること （例：不燃性油） 。

7． 「処分予定年月」の柵には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物を自ら処分し、又は他人に委託することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル
廃棄物については記入しなくて構わない。

8． 「量」の欄のうち、 「台数又は容器の数」の棚には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については台数（個数）を、その他のものについては保管している容器の
数（缶数等）を、それぞれ単位とともに記入すること。ただし、電気機器であっても、小型のものを容器にまとめて保管している場合であって台数（個数）を把握する
ことができないときは、保管している容器の数（缶数等）を単位とともに記入すること。

9． 「量」の欄のうち、 「総重量」の欄には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については、 1台当たりの重量に台数（個数）を掛けた重量を記載すること。その他
のものについては、容器込みでの重量を記載すること。
10． 「濃度区分」の柵には、 「高濃度」 、 「低濃度」又は「不明」のうち該当するものを記入すること。なお、 「高濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃
度ポリ塩化ビフェニル使用製品の略称、 「低濃度」とは高濃度ポリ塩化ピフェニル廃棄物以外のポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品以外
のポリ塩化ビフェニル使用製品のl1l各称である。

11． 「保管の状況」として、新たにポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況を届け出る場合や、既に届け出たボリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況に変更があった場合
には、保管しているポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管状況の分かる写真を本届出に添付すること。
12． 「保管の状況」の棚のうち、 「容器の性状」の棚には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している容器の有無、容器がある場合にはその種類を具体的に記入すること
（例： 「ドラム缶」 、 「なし」 ） 。

13． 「保管の状況」の棚のうち、 「囲い等の有無」の棚には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している場所の周囲の囲いの有無及び保管に係る掲示板の有無を記入する
こと。

14． 「保管の状況」の欄のうち、 「分別・混在の別」の棚には、他の物品と分別して保管しているか混在して保管しているかの別を記入すること。
15． 「保管の状況jの欄のうち、 「漏れ等のおそれjの欄には、保管中のポリ塩化ビフェニル廃棄物が漏れたりこぼれ落ちたりするおそれの有無を記入すること。

備考

（第5面）
16~ 「処分業者との調整状況」の柵には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物及び高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る処分業者との委託契約の締結状況等を記入する
こと。低濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物については記載しなくて樅わない。
17~ 「参考事項」の柵には、その他保管の状況等を把握する上で参考となる事項を記入すること （例： 「屋内で保管」 、 「絶縁油を抜いたもの」 、 「PCB濃度△mg/kg」 、
「今後分析予定」 ） 。なお、保管の場所や所在の場所が複数存在する場合は、各廃棄物及び製品について、その保管の場所又は所在の場所をそれぞれ特定して記粒する
こと。

18． 「保管開始理由」及び「所有開始理由」の欄には、 「他の事業場から移動」 、 「譲受け」及び「承継」のいずれかを記入すること。
19． 「保管終了理由」及び「所有終了理由」の欄には、 「他の事業場に移動」 、 「譲渡し」及び「承継」のいずれかを記入すること。
20． 「処分年月日」の柵には、実際にポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分が終了した日を記入すること。
21． 「処分後の廃棄物の種類及び処分先」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を処分した後に生じた廃棄物の種類及び処分先を記入すること。
22． 「①前年度の3月31日に使用していたボリ塩化ビフエニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。 ） 」の表は、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用
製品以外のポリ塩化ビフェニル使用製品については、ポリ塩化ビフエニル廃棄物の保管事業者が、本施行規則第9条第1項第5号又は第20条第1項第5号の規定に基づ
き、記載するものである。
23． 「高濃度ポリ塩化ビフエニル使用電気工作物」とは、電気事業法（昭和39年法律第170号）第2条第1項第18号に規定する電気工作物である高濃度ポリ塩化ビ
フェニル使用製品をいう。
24． この届出書において、 「廃棄」とは、ポリ塩化ビフェニル使用製品の使用を止め、廃棄物とすることをいう。



25． 「廃棄予定年月」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフエニル使用製品を廃棄することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品については
記載しなくて構わない。
26． この届出に係るポリ塩化ビフエニル廃棄物の処分についての産業廃棄物管理票の写し（廃棄物処理法第12条の3第4項又は第12条の5第5項の規定による送付を
受けた産業廃棄物管理票の写しをいう。以下同じ。 ）を複写機によりA3判以下の大きさの用紙に複写したものを添付すること。なお、電子情報処理組織を使用するた
めこれらの書類を添付することができない場合は、当該これらの書類に代えて、当該これらの書類に記栽される事項に相当する事項を記録した電磁的記録をA3判以下

の大きさの用紙に出力したものを添付すること。ただし、 6月30日において、産業廃棄物管理票の写しの送付又は廃棄物処理法第12条の5第4項の規定による通知
を受けていないため添付すべき書類を添付することができないときは、その産業廃棄物管理票の写しの送付のあった日又はその通知のあった日から10日以内に提出す

ること。
27．その他環境大臣が定める書類及び都道府県知事が必要と認める書類を添付すること。
28．都道府県知事が定める部数を提出すること。



吟
人
と
八
１
Ｖ
入
Ｙ
ハ
淫
、 ~

辰

詞
産■

6苗~

I ■

●、

ｄ

ｊ

ｇ

■

■

■

■

■
慮

LL

、
１
１

言

＝

I
、

~

陛陛

『⑳-1,⑳-2,⑳－3 高圧ｺﾝﾃﾝｻ
木製箱(鉄製受皿)に保管）

rm-1'@D-20-3 高圧ｺﾝﾃﾝｻ
ー4ー面一

⑰-2柱上トランス
木製箱(鉄製受皿)に保管

~ ~

、 ノ



⑬－1 （高圧変圧器）

使用時の画像

m年5月第1工場での使用を中止し

鉄箱保管に移行済）
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｜ 署考 ’ ’収納両像 重畳画像
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|'’｜ 霧篭 | I較納画像 重量扇侭
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｜連絡番号3’ 憧驫乎雄塵 登録
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所在地〒921-8650石川県金沢市野町5丁目18－18(金沢南郵便局私書箱第1号）
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電話番号076-242-1110

種類 7410000廃PCB等･PCB汚染物･PCB処理物 i熱..量_100"00.kg__……..…一…i確定数量.….……1.000:Q00.kg.………－－…－
1_太父_類_負_称__特定有寶崖謹蕊物』________.______________.._________.._.. .. .._..______________L_F_=_量の他______________｣_致量の確Z=__排出事業者_____一___‐

産業廃棄物 有害物質
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放射性物質対象外
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廃棄物の名称安宗器_安定器用コンデンサ
(電子/紙 マニフェスト番号/交付番号）

中間処理
産業廃棄物

所在地（名称［電話番号］ ）

委託契約書記載のとおり
最終処分場所
（予定）

氏名又は名称山九株式会社東北支店 名称

中間貯蔵･環境安全事業株式会社北海道PCB処理事業所
一一■■一一一一一一一一一一一一.■■■■■一.■■ '■■一一一一一一一．■■一一q■■I■■一一一－－－－－＝－■■■■－－－一－－－1．．－－，．．－－－－－－－-一一一一一

所在地〒050-0087北海道室蘭市仲町14番地7
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電話番号0143-22-3111

運搬先の事業場
ー一一一一一一一一一一■■■ 一一ーー一一一－一一ー＝q■■■■一一一一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一1■■■■■■ q■■一一一一一一一一一■■ ｡■

住所〒983-0034宮城県仙台市宮城野区扇町2－1－48

収集運搬業者

区間1
一ー，ﾛ･一一一一ーー一一ーー‘ー■・ー一一一一一一一一一､■・一一一一一一，一一ー一一一一ーー‘ーーIーーーー■■ー‘■■一一凸■一一一’－1－－－－－

産…悪砠’雷議毒晏 運搬方法022－232－1139 7R

運搬量 運搬担当者
柳沼 日出男備考

有価物拾集量 運搬終了日
2023/01／23

氏名又は名称中間貯蔵･環境安全事業株式会社 名称

中間貯蔵･環境安全事業株式会社北海道PCB処理事業所
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所在地〒050-0087北海道室蘭市仲町14番地7
処分事業場
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住所〒105-0014東京都港区芝1－7－17住友不動産芝ビル3号館4F
処分業者

､蕾燕奮喜~~hm二壷罰而~1｜電話蚕号 0143-22-3111 1処分方法｜

L報告区分ユ処分(中間)+最終 ｜ 処分終工旦’ 2023/02/08 1廃棄物受領日｜

｜処分担当者’ 松本修処分担当者

雷話番号 09-5765-1911 1加入者番号901QO68 !許可番号.~誌胃蕃鼻~~~~耐二諦詞卵~~7~j畝著蕃喜~恥価萠~I藍苛蕊~~~~嗣緬~~~1

受入量

備考

163.160kg

所在地（名称［電話番号］ ）

〒059-1371北海道苫小牧市弁天504番17(株式会社マテツク[O145-26-8800])
和124番2126番3,4136番5(株式会社C&R[O144-56-4040])/〒039-1161

｜最終処分終了日’ 2023/02/14

／〒059-1363北海道苫小牧市字静川2番23番2，35番412番4，6，1123番5〒059-1743勇払郡厚真町字共
青森県八戸市大字河原木字浜名谷地76番145他(八戸製錬株式会社[O178-28-2181]）

最終処分の場所
（実績）
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ANALYSISCENTERCO. LTD

2022年11月 2日

発行番号第22-1239-1号

試験報告書

津田駒工業株式会社様
1

議
工番：－

〒101-0061 TELO3-3265-1726 FAXO3-3265-1706

試験名称

試験項目

試験方法

拭取り試験

ポリ塩化ビフェニル

「特別管理一般廃棄物及び特別管理産業廃棄物に係る基準の検定方法」

平成4年7月厚生省告示192号別表第三の第二拭き取り試験方法

0. 1"g/100Cn2以下（定量下限値0.05"g/100cm2 )判定基準

◆貴社提供情報

採取場所~ 石川県金沢市野町5丁目18番18号

津田駒工業株式会社安定器

2022年10月20日

有限会社ミック本田栄次様

拭取り試料

試料採取日

採取者

試料性状

試験結果
〃

ﾛ

別紙表「拭取り試験結果」に示す。

上記のとおりの試験結果であることを証明する。

本書の全部又は一部を無断で複製・転戦することを禁じます。

l /2

報告責任者 担当者

津金澤真人



発行番号第22-1239-1号

表 拭取り試験結果 単位:"g/100clnl

試料名 結 果 判定結果

ドラム缶A 超過25
,

~

ドラム缶B 超過35

ドラム缶C 超過35

ドラム缶， 超過45

ドラム缶E 超過90
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ドラム缶F 超過70
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ドラム缶G 超過8． 9

上以

2／2



資料10

機器調査写真台帳（6）

(減容化後残部材PCB濃度分析拭き取り検査写真）

(減容化後残部材PCB濃度分析検査結果報告書）



機器調査写真台帳(6）
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機器調査写真台帳(6）

｜
｢PCB濃度拭き取り検査呼一~
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資料11

機器調査写真台帳（7）

(減容化後残部材重量(低濃度PCB｡普通産廃))



機器調査写真台帳（7）低濃度PCB:1,938.8kg ｡ NOPCB:6.06kg
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機器調査写真台帳（7）低濃度PCB:1,938.8kg o NOPCB:6.06kg
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様式第一号（一） （第九条、第二十条及び第二十七条関係）
（第1面）

ポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分状況等届出書（保管事業者及び所有事業者用）

令和5 年 6 月28日

金沢市長 殿

届出者
住所石川県金沢市松村町ヌ44番地

氏名デスタン株式会社代表取締役北本政行
（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

電話番号076-225-8000

(法第15条及び第19条において読み替えて準用する場合を含む。 ）ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法第8条第1項（法第15条及び第19条k

の規定に基づき、令和 4年度のポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分の状況等を届け出ます。

1．ポリ塩化ビフェニル廃棄物について

’｜
’

’
Ｉ
ｊ
ｌ

保管事業場の名称 デスタンNQl2ビル

保管事業場の所在地 石川県金沢市西念2丁目2番1号

’’特別管理産業廃棄物管理責任者の職名及び氏名 代表取締役北本政行 076-225-8000

保管の場所

①前年度の3月31日に保管していたポリ塩化ビフェニル廃棄物

I ’廃棄物の型式等 保管の状況量

処分予

定

年月

台数又
は

容器の
数

濃度
区分

処理業者との
鯛整状況

分別・

混在の

別

参考事項番号 廃棄物の種類 総重量
（1台当たり

亜量×台数）

定格

容量

容器の

性状
表示記号

等

等
無
い
有
囲
の

漏れ等の
おそれ

製造者名 型式 製造年月

I■■■■■■■■■■■■■■■■

国
国

｜
’

J
l

囲い

有、掲
示有

変圧器（トラ
ンス）

PCB濃度

13mg/kg
東京芝浦
電気㈱

低溌度 なし50 KVA 分別PT6-K4 S52
ム
ロ 380.0 kg1

’
囲い

有、掲
示有 | 葱‘

変圧器（トラ
ンス）

PCB濃度

30mg/kg
㈱日立製
作所

なし30 KVA 低濃度 分別
《
口HG-CR S42 1 203.0 kg

て~百五琵巽硯落A列4蕃ｱｰｰ



（第2面）

②前年度中に新たに保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物

廃棄物の型式等 量

保管開始
理由

濃度
区分
保管開始
年月日

参考事項番号 廃棄物の種類

総重量
（1台当たり
砿夙×台数）

台数又は
容器の数

定格
容量 製造者名 型式 製造年月 ｜表零号

電気設備交換
工事にて分析
検出

変圧器（トラン
ス）

東京芝浦電
気㈱

台 低濃度50 KVA PT6-K4 S52 380.0 kg R4. 12.4104-0()1

電気設備交換

工事にて分析
検出

変圧器（トラン
ス） 3， 【Ⅷ|㈱日箭製作 HG-CR 1 台| 203.0 kg 低濃度S42 R4. 12.404-002

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業塲において保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物（④の場合を除く。 ）

廃棄物の型式等 量
移動先の保管の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地

濃度
区分
保管終了
年月日

保管終了
理由

’
参考事項総重量

（1台当たり
改最×台数）

番号 廃棄物の種類

難|製造者名| 型式
製造年
月

表示記号
等
台数又は
容器の数

’

④前年度中に自ら処分し、又は処分を委託したポリ塩化ビフェニル廃棄物

廃棄物の型式等 量 自ら処分した場合 処分を委託した場合
濃度
区分 ’

参考事項番号 廃棄物の種類 総重量
（1台当たり

亜騒×台数）鑿|製造脅名型式|製昔年
処分
年月日

処分
年月日

処分委託
年月日

処分受託者の
名称

処分後の廃棄物の
種類及び処分先

表示記号
等
台数又は
容器の数

｜
I



(第3面）

2．ポリ塩化ビフェニル使用製品について

所在事業場の名称

所在事業場の所在地

’ |電話番号’電話番号
ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る事業の管理

責任者の職名及び氏名

’所在の場所

①前年度の3月31日に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。 ）

製品の型式等 廃棄の見込み 量
濃度
区分’

番号 製品の種類 総重量
（1台当たり

in鼠×台数）

参考事項定格
容量

廃棄予定
年月

処分業者との
調整状況

台数又は
容器の数製造者名 型式 製造年月|表零号

②前年度中に新たに所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。以下同じ。 ）

製品の型式等 量
所有開始
年月日

所有開始
場所

所有開始
理由’

番号 製品の種類 参考事項総重量
（1台当たり
砿舐×台数）

定格

容量
台数又は
容器の数製造者名 型式 ｜製造年月|表重3号



（第4面）

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品

製品の型式等 量
所有終了
年月日

所有終了
理由

移動先の所在の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地

参考事項総重量
（1台当たり

亜慨×台数）

番号 製品の種類
鑿製造者名｜ 型式 |製造年月|表奮号

台数又は
容器の数

1． この届出書は、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管又はポリ塩化ビフェニル使用製品の所有に係る事業場ごとに作成し、毎年度6月30日までに提出すること。

2．届出者や事業場に関する情報に変更があった場合には、速やかに都道府県知事に連絡すること。

3． 「保管事業場の名称」及び「保管事業場の所在地」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の場所に係る事業場を記入すること。また、 「所在事業場の名称」及び

「所在事業場の所在地」の柵には、ポリ塩化ビフェニル使用製品の所在の場所に係る事業場を記入すること。

4． 「番号」の棚には、それぞれ先頭に「前年度の元号数一」を加えた整理番号（平成28年度の保管状況を届け出る場合の例：28－001）を付すこと。なお、前回ま
での届出において既に当該事業場における番号が付されているものについては、引き続きその番号を記入すること。

5． 「廃棄物の種類」及び「製品の種類」の欄には、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること。

6． 「廃棄物の型式等」及び「製品の型式等」の欄には、変圧器（トランス）等の銘板に記載されている「定格容量」 、 「製造者名｣、 「型式｣、 「製造年月」及び「表示記号

等」を記入すること。なお、 「表示記号等」については、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること（例：不燃性油） 。

7． 「処分予定年月」の柵には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物を自ら処分し、又は他人に委託することを予定している年月を記入すること。低溌度ポリ塩化ビフェニル

廃棄物については記入しなくて構わない。

8． 「量」の欄のうち、 「台数又は容器の数」の欄には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については台数（個数）を、その他のものについては保管している容器の

数（缶数等）を、それぞれ単位とともに記入すること。ただし、電気機器であっても、小型のものを容器にまとめて保管している場合であって台数（個数）を把握する

ことができないときは、保管している容器の数（缶数等）を単位とともに記入すること。

9． 「量」の欄のうち、 「総重量」の欄には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については、 1台当たりの重量に台数（個数）を掛けた重量を記載すること。その他

のものについては、容器込みでの重量を記載すること。

10． 「濃度区分」の欄には、 「高濃度」 、 「低濃度」又は「不明」のうち該当するものを記入すること。なお、 「高濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃
度ポリ塩化ビフェニル使用製品の略称、 「低濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物以外のポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品以外

のポリ塩化ビフェニル使用製品の略称である。

11． 「保管の状況」として、新たにポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況を届け出る場合や、既に届け出たポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況に変更があった場合

には、保管しているポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管状況の分かる写真を本届出に添付すること。

12． 「保管の状況」の欄のうち、 「容器の性状」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している容器の有無、容器がある場合にはその種類を具体的に記入すること

（例： 「ドラム缶」 、 「なし」 ） 。

13． 「保管の状況」の柵のうち、 「囲い等の有無」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している場所の周囲の囲いの有無及び保管に係る掲示板の有無を記入する

こと。

14． 「保管の状況」の柵のうち、 「分別・混在の別」の欄には、他の物品と分別して保管しているか混在して保管しているかの別を記入すること。
15． 「保管の状況」の柵のうち、 「漏れ等のおそれ」の欄には、保管中のポリ塩化ビフェニル廃棄物が漏れたりこぼれ落ちたりするおそれの有無を記入すること。

備考



(第5面）

16． 「処分業者との調整状況」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物及び高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る処分業者との委託契約の締結状況等を記入する

こと。低濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物については記載しなくて構わない。

17． 「参考事項」の柵には、その他保管の状況等を把握する上で参考となる事項を記入すること（例： 「屋内で保管」 、 「絶縁油を抜いたもの」 、 「PCB濃度△mg/kg」 、
「今後分析予定」 ） 。なお、保管の場所や所在の場所が複数存在する場合は、各廃棄物及び製品について、その保管の場所又は所在の場所をそれぞれ特定して記載する

こと。

18． 「保管開始理由」及び「所有開始理由」の欄には、 「他の事業場から移動」 、 「譲受け」及び「承継」のいずれかを記入すること。

19． 「保管終了理由」及び「所有終了理由」の欄には、 「他の事業場に移動」 、 「譲渡し」及び「承継」のいずれかを記入すること。

20. 「処分年月日」の柵には、実際にポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分が終了した日を記入すること。

21． 「処分後の廃棄物の種類及び処分先」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を処分した後に生じた廃棄物の種類及び処分先を記入すること。

22~ 「①前年度の3月31日に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。 ） 」の表は、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用

製品以外のポリ塩化ビフェニル使用製品については、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管事業者が、本施行規則第9条第1項第5号又は第20条第1項第5号の規定に基づ

き、記載するものである。

23． 「高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物」とは、電気事業法（昭和39年法律第170号）第2条第1項第18号に規定する電気工作物である高濃度ポリ塩化ビ

フェニル使用製品をいう。

24． この届出書において、 「廃棄」とは、ポリ塩化ビフェニル使用製品の使用を止め、廃棄物とすることをいう。

25． 「廃棄予定年月」の柵には、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品を廃棄することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品については
記載しなくて構わない。

26． この届出に係るポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分についての産業廃棄物管理票の写し（廃棄物処理法第12条の3第4項又は第12条の5第5項の規定による送付を

受けた産業廃棄物管理票の写しをいう。以下同じ。 ）を複写機によりA3判以下の大きさの用紙に複写したものを添付すること。なお、電子情報処理組織を使用するた

めこれらの書類を添付することができない場合は、当該これらの書類に代えて、当該これらの書類に記載される事項に相当する事項を記録した電磁的記録をA3判以下

の大きさの用紙に出力したものを添付すること。ただし、 6月30日において、産業廃棄物管理票の写しの送付又は廃棄物処理法第12条の5第4項の規定による通知

を受けていないため添付すべき書類を添付することができないときは、その産業廃棄物管理票の写しの送付のあった日又はその通知のあった日から10日以内に提出す

ること。

27．その他環境大臣が定める書類及び都道府県知事が必要と認める書類を添付すること。
28．都道府県知事が定める部数を提出すること。
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分析結果報告書

No.P5700406

令和4年12月15日様三幸電設株式会社

トランス

トランス(HG-CR)

試料の区分

試料名 計量証明事業登録石川県第1号(濃度）

株式会社大和環境分析センター
〒920-0811石川県金沢市小坂町中18番地4

デスタン12ビル駐車場採取場所

株式会社大和環境分析センター事業本部

〒923-1253石川県能美都川北町三反田273
？と《.､ 一 ・ .一. ← － －． ．－.

TELo76-277-3733FAxo76-277-3139

分析担当者島村唯史

令和4年12月4日

9時03分

採取年月日

採取時間

| 持込み｜ 採取の区分
~~「採取者 三幸電設株式会社

工事名:デスタン12ビル変電設備他
電気設備修繕工事

特記事．項

貴依頼による絶縁油中のPCB含有量分析に係る結果を次の通り報告します。

一

三

造

鰹

器

造

機鰄
製
型
製
製

◆ ~~

株式会社日立製作所

HG-CR

1967年

7630816

者
一
式
一
年

－

~

号

ﾄｰ景零
恥
一
一
弛
一

０

０

３

２

１
１

量
一
量 203kg

圧
一
量

－

I
~

◆結果
検出下限値
(mg/kg)’結果

(mg/kg)~~~
判定基準
(mg/kg)

’
二三一一一一一

分析項目
~

0．150.5以下30ポリ塩化ビフエニル

~分析方法
絶縁油中の微量PCBに関する簡易測定法マニュアル2.1.2

(平成23年5月環境省廃棄物･リサイクル対策部産業廃棄物課）

【備考】
PCB濃度が処理の判定基準(0.5mg/kg)を超えたときは､PCB廃棄物として適正に保管等の処理並びに届出を行う。
(平成16年2月17日環廃産発第040217005号）
※収集｡持込み試料の場合､試料名他採取情報は､ご依頼者のお申し出により､記入しました。

－

一



分析結果報告書

No.P5700405

令和4年12月15日様三幸電設株式会社

試料の区分

試料名

トランス

トランス(PT6-K4)

デスタン12ビル駐車場

計量証明事業登録石川県第1号(濃度）
．:~, ． ． ．． ． ？. ，

株式会社大和環境分析センター
〒920-0811石州県金沢市小坂町中18番地4

採取場所

株式会社大和環境分析センター事業本部

〒923-12蹴姦』』l県能義I川北町三反田273
TELO76-277-3733FAXO76-27ZT-3139

分析担当者島村唯史~

令和4年12月4日

9時01分

持込み

三幸電設株式会社

採取年月日

採取時間

採取の区分

採取者

特記事項 工事名:デスタン12ピル変電設備他
電気設備修繕工事

貴依頼による絶縁油中のPCB含有量分析に係る結果を次の通り報告します。

◆対象機器 一

｜
製
一
型
一
農

東京芝浦電気株式会社

PT6-K4

1977年

77008104

壼
一
式
一
》
一
準

一

’一

－

’
圧壷弓

幸
弓
一

寺
三
一

6300V
－

120L

恥
一
晩
一

０

８

５

３

１
１

量

量

容

重

格定

総

－」

◆結果
~

’
検
（’

判定基準
(mg/kg)

結果
(mg/kg)

~

分析項目

１
１
１ ’

一

0．150.5以下13ポリ塩化ビフエニル

~絶縁油中の微量PCBに関する簡易測定法マニュアル2.1.2
~~一

分析方法 環境省廃棄物･ﾘｻｲｸﾙ対策部産業廃棄物課）~(平成23年5月
’’

【備考】
PCB濃度が処理の判定基準(05mg/kg)を超えたときは､PCB廃棄物として適正に保管等の処理並びに届出を行う。

｜照鰯熟霧篝蝋醗畠腫､ご依頼者…し出により､記入しました。
－



様式第一号（一） （第九条、第二-'一条及び第二十七条関係）
（第1面）

ポリ塩化ピフェニル廃棄物等の保管及び処分状況等届出書（保管事業者及び所有事業者用）

令和5年6月27日
金沢市長 殿

届出者
住所東京都港区新橋2丁目12番17号新橋1-Nビル5階
氏名 ﾄﾓｼｱﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社代表取締役荒木章
（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

電話番号03-5510-1212

ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法第8条第1項（法第15条及び第19条において読み替えて準用する場合を含む。 ）
の規定に基づき、令和 年度のポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分の状況等を届け出ます。

1．ポリ塩化ピフェニル廃棄物について

保管事業場の名称 カナｶﾝ株式会社

石川県金沢市袋町3番8号保管事業場の所在地

| 電話番号 ’電話番号特別管理産業廃棄物管理責任者の職名及び氏名 管理課嶺出雅幸 076-231-1151

’保管の場所
~

①前年度の3月31日に保管していたポリ塩化ピフエニル廃棄物

廃棄物の型式鶚
旦
堅 保管の状況

処分予定

年月

濃度

区分

処分業者との

調整状況
台数又は;総重量

容器の数撚期
番号 廃棄物の種類

蕊|雌榔|型式|製緋職示洲
参考事項

篭鷲撫霊|蝋》, |'W
’

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~

~

~

~

~

~

~

~

~ R4. 12登録(C
一ハハハハqn'77Q1
＝菅一画一一 ■ ■ー夕

FZ40223

／l/1R

蛍光灯用安定

一一一器一一一

松下電
~一T‐

~一L雲

踵ヨ
へ』－へ可 1 ．－エー、･ｲ4..-,E－1 ⑥ ． E一・

ムイ．過Kg l l罰f辰I堂IヘールT灯r6~ ｸｺ､乃11 1 なし

ＩI

(日本工業規格A列4番）



(第2面）

②前年度中に新たに保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物

廃棄物の型式等 量

濃度

区分

保管開始

年月日

保管開始

理由
総重量
(1台当たり重

量x台数）

廃棄物の種類番号

襄鬘 i製造者名！ 型式 I製造年月
参考事項台数又は

容器の数
表示記号等

■

■

■

■

■

Ｕ

■

９

Ｆ

■

■

５

勺

■

ｐ

■

９

９

■

Ｂ

２

９

９

■

■

Ｉ

Ｆ

■

■

画

■

寺

Ｂ

ｐ

■

凸

■

Ｐ

Ｅ

Ｐ

守

ら

■

ゆ

＆

■

寺

Ｂ

、

寺

Ｂ

ｐ

寺

＆

Ｐ

Ｐ

Ｆ

■

ｐ

■

｜

’
倉庫から発見R5. 3. 18

東芝 |FRHIf540'蛍光灯用安定器 16台 高濃度468kg

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物（④の場合を除く。 ）

廃棄物の型式等 量

濃度

区分

保管終了

年月日

保管終了

理由

移動先の保管の場所並びに事業者

又は事業場の名称及び所在地！
番号 廃棄物の種類 総重量

（1台当たり

重量x台数）

参考事項

鶏製造洲型式，製造年月塞示記誇
台数又は

容器の数

④前年度中に自ら処分し、又は処分を委託したポリ塩化ビフェニル廃棄物

廃棄物の型式等 量 自ら処分した場合 処分を委託した場合
濃度

区分
台数又はI総重量廃棄物の種類番号

襄鬘1製造者名|型式:製造年月法流需
参考事項処分委託|処分受託者の

年月日 ！ 名称
処分
年月日容器の数醗謝~

ａ

争

士

■

争

心

■

◆

と

■

ｇ

■

■

◆

も

■

守

今

■

◆

と

日

ｇ

今

巳

争

と

■

▽

凸

Ｂ

Ｐ

■

■

~
~
~

松下電エ漉"zz3
： 4と6．

鍬畑験
器

息襲度 z",Fi6ム
ロ． z3,7,28."EScD必 z恥2塔



(第3面）

2．ポリ塩化ビフェニル使用製品について

所在事業場の名称

所在事業場の所在地

|電話番号I電話番号
ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る事業の管理

責任者の職名及び氏名

所在の場所

①前年度の3月31日に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。 ）

製品の型式等 廃棄の見込み 量

濃度

区分
総重量
(1台当たり重

量x台数）

製品の種類番号

襄鬘 1製造者名| 型式
参考事項廃棄予定

年月

処分業者との

調整状況

台数又は

個数
製造年月 表示記号等

１
８
１
１
８
８
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｊ
Ｉ

■
Ⅱ
０
１
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ

Ｉ
９
Ｉ
ｌ
ｌ
ｊ
８
８
ｚ
８
３
ｉ
２
８
■
８
Ｊ
９
０
Ｉ

ｐ
３
ｚ
３
ａ
Ｉ
２
ｃ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
８
Ｅ
ｇ
８
Ｂ
ｇ
８
Ｉ

Ｑ
ｇ
ｚ
ｑ
Ｉ
■
８
■
８
●
Ｅ
ｐ
Ｂ
Ｆ
８
Ｂ
８
Ｅ
ｇ
８
Ｅ
ｃ
Ｂ
ｃ

②前年度中に新たに所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。以下同じ。 ）

製品の型式等 量

所有開始

年月日

所有開始

場所

所有開始

理由
総重量
(1台当たり重

斌x台数）

製品の種類番号

鑿i製造者名｜ 型式 I製造年月|赫記器
I

B z
i ■

台数又は

容器の数

参考事項

~
■

■

４

口

■

■

■

■

４

口

■

■

■

■

ｑ

■

■

■

■

■

ｑ

ｑ

ｑ

■

ｇ

■

勺

ｑ

■

~
~
~



(第4面）

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において所有することとなった高濃度ポリ塩化ピフェニル使用製品

製品の型式等 量

所有終了

年月日

所有終了

理由

移動先の所在の場所並びに事業者

又は事業場の名称及び所在地
製品の種類番号 総重量

(1台当たり重

堂x台数）

参考事項

蕊!製儲翁i 型式 |製造年月|赫謡等
台数又は

容器の数

備考 1． この届出書は、ボリ塩化ビフエニル廃棄物の保管又はポリ塩化ビフエニル使用製品の所有に係る事業場ごとに作成し、毎年度6月30日までに提出すること。
2．届出者や事業場に関する情報に変更があった場合には、速やかに都道府県知事に連絡すること。

3． 「保管事業場の名称」及び「保管事業場の所在地」の柵には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の場所に係る事業場を記入すること。また、 「所在事業場の名称」及び
「所在事業場の所在地」の欄には、ポリ塩化ビフェニル使用製品の所在の場所に係る事業場を記入すること。

4． 「番号」の欄には、それぞれ先頭に「前年度の元号数一」を加えた整理番号（平成28年度の保管状況を届け出る場合の例：28－001）を付すこと。なお、前回ま
での届出において既に当該事業場における番号が付されているものについては、引き続きその番号を記入すること。

5． 「廃棄物の種類」及び「製品の種類」の棚には、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること。

6~ 「廃棄物の型式等」及び「製品の型式等」の棚には、変圧器（トランス）等の銘板に記載されている「定格容量」 、 「製造者名｣、 「型式｣、 「製造年月」及び「表示記号
等」を記入すること。なお、 「表示記号等」については、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること （例：不燃性油） 。

7． 「処分予定年月」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物を自ら処分し、又は他人に委託することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル
廃棄物については記入しなくて構わない。

8． 「量」の欄のうち、 「台数又は容器の数」の柵には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については台数（個数）を、その他のものについては保管している容器の
数（缶数等）を、それぞれ単位とともに記入すること。ただし、電気機器であっても、小型のものを容器にまとめて保管している場合であって台数（個数）を把握する
ことができないときは、保管している容器の数（缶数等）を単位とともに記入すること。

9． 「量」の欄のうち、 「総重量」の欄には、ポリ塩化ピフェニルを使用する電気機器については、 1台当たりの重量に台数（個数）を掛けた重量を記載すること。その他
のものについては、容器込みでの重量を記載すること。

10． 「濃度区分」の欄には、 「高濃度」 、 「低濃度」又は「不明」のうち該当するものを記入すること。なお、 「高濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃
度ポリ塩化ビフェニル使用製品の略称、 「低濃度」とは高濃度ポリ塩化ピフェニル廃棄物以外のポリ塩化ピフェニル廃棄物又は高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品以外
のポリ塩化ピフェニル使用製品の略称である。

11． 「保管の状況」として、新たにポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況を届け出る場合や、既に届け出たポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況に変更があった場合
には、保管しているポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管状況の分かる写真を本届出に添付すること。

12 「保管の状況」の棚のうち、 「容器の性状」の棚には、ポリ塩化ピフェニル廃棄物を保管している容器の有無、容器がある場合にはその種類を具体的に記入すること
（例： 「ドラム缶」 、 「なし」 ） 。

13． 「保管の状況」の欄のうち、 「囲い等の有無」の柵には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している場所の周囲の囲いの有無及び保管に係る掲示板の有無を記入する
こと。

14~ 「保管の状況」の欄のうち、 「分別・混在の別」の欄には、他の物品と分別して保管しているか混在して保管しているかの別を記入すること。
15~ 「保管の状況」の柵のうち、 「漏れ等のおそれ」の欄には、保管中のポリ塩化ビフェニル廃棄物が漏れたりこぼれ落ちたりするおそれの有無を記入すること。



（第5面）
16． 「処分業者との調整状況」の柵には、高濃度ポリ塩化ビフエニル廃棄物及び高濃度ポリ塩化ピフェニル使用製品に係る処分業者との委託契約の締結状況等を記入する
こと。低濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物については記載しなくて構わない。

17． 「参考事項」の棚には、その他保管の状況等を把握する上で参考となる事項を記入すること（例： 「屋内で保管」 、 「絶縁油を抜いたもの」 、 「PCB濃度△mg/kg」 、
「今後分析予定」 ） 。なお、保管の場所や所在の場所が複数存在する場合は、各廃棄物及び製品について、その保管の場所又は所在の場所をそれぞれ特定して記載する
こと。

18． 「保管開始理由」及び「所有開始理由」の柵には、 「他の事業場から移動」 、 「譲受け」及び「承継」のいずれかを記入すること。
19~ 「保管終了理由」及び「所有終了理由」の棚には、 「他の事業場に移動」 、 「譲渡し」及び「承継」のいずれかを記入すること。
20~ 「処分年月日」の欄には、実際にポリ塩化ピフェニル廃棄物の処分が終了した日を記入すること。

21~ 「処分後の廃棄物の種類及び処分先」の棚には、ポリ塩化ピフェニル廃棄物を処分した後に生じた廃棄物の種類及び処分先を記入すること。
22~ 「①前年度の3月31日に使用していたポリ塩化ビフエニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフエニル使用電気工作物を除く。 ） 」の表は、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用
製品以外のポリ塩化ピフエニル使用製品については、ポリ塩化ビフエニル廃棄物の保管事業者が、本施行規則第9条第1項第5号又は第20条第1項第5号の規定に基づ
き、記載するものである。

23~ 「高濃度ポリ塩化ピフエニル使用電気工作物」とは、電気事業法（昭和39年法律第170号）第2条第1項第18号に規定する電気工作物である高濃度ポリ塩化ビ
フェニル使用製品をいう。

24． この届出書において、 「廃棄」とは、ポリ塩化ビフエニル使用製品の使用を止め、廃棄物とすることをいう。
25~ 「廃棄予定年月」の柵には、高濃度ポリ塩化ビフエニル使用製品を廃棄することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品については
記載しなくて構わない。

26この届出に係るポリ塩化ビフエニル廃棄物の処分についての産業廃棄物管理票の写し（廃棄物処理法第12条の3第4項又は第12条の5第5項の規定による送付を
受けた産業廃棄物管理票の写しをいう。以下同じ。 ）を複写機によりA3判以下の大きさの用紙に複写したものを添付すること。なお、電子情報処理組織を使用するた
めこれらの書類を添付することができない場合は、当該これらの書類に代えて、当該これらの書類に記載される事項に相当する事項を記録した電磁的記録をA3判以下
の大きさの用紙に出力したものを添付すること。ただし、 6月30日において、産業廃棄物管理票の写しの送付又は廃棄物処理法第12条の5第4項の規定による通知
を受けていないため添付すべき書類を添付することができないときは、その産業廃棄物管理票の写しの送付のあった日又はその通知のあった日から10日以内に提出す
ること。

27．その他環境大臣が定める書類及び都道府県知事が必要と認める書類を添付すること。
28．都道府県知事が定める部数を提出すること。
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’発行元：公益社団法人全国産業資源循環連合会 年 月 日
両

照

合

ｒ

年 月 日

年 月 日



様式第一号（一） （第九条、第二十条及び第二十七条関係）

（第1面）

ポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分状況等届出書（保管事業者及び所有事業者用）

令和5年6月30日

金沢市長

届出者 〒920-0376

住所石ﾉ| |県金沢市福増町南1300番地
株式会社とみたか工業

氏名代表東山隆俊
（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

電話番号076-220-7208

(法第15条及び第19条において読み替えて準用する場合を含む。 ）ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適莊な処理の推進に関する特別措置法第8条第1項（法第15条及び第19条IE

の規定に基づき、令和 4年度のポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分の状況等を届け出ます。

1．ポリ塩化ビフェニル廃棄物について

１
１
１
１

’

株式会社とみたか工業

〒920-0376金沢市福増町南1300番地

保管事業場の名称

保管事業場の所在地

|電話番号’’電話番号’特別管理産業廃棄物管理責任者の職名及び氏名 076-220-7208

金沢市福増町南1300番地保管の場所

①前年度の3月31日に保管していたポリ塩化ビフェニル廃棄物

量 ’’ 保管の状況廃棄物の型式等

処分予
定

年月

台数又

は

容器の

数

濃度
区分

処理業者との
調整状況

漏れ等
の

おそれ

分別・

混在の
別

参考事項総重愚
（ 1台当たり

璽量×台数）

番号 廃棄物の種類 容器の

性状

囲い等

の有無
定格

容堂

表示記号

等
製造年月製造者名 型式

照

低濃度 ’低濃度

PCB濃度：
24mg/kg

PCB濃度：

16mg/k9

PCB濃度
24mg/k9

PCB濃度

16mg/k9

－

､豐側"燭‘･'
阿藤榊-’

変圧器（トラ

ンス）
22-001

’
変圧器（トラ

ンス）

分別 なし1992年
全
口
壹

三菱電機 365 k9G201167 1100 KVA RA-T

I 分別 なし1989年
《
ロ協電 145 kg115 KVA KHc-SO lAOl76Y2



(日本工業規格A列4番）

’

’

’

’



（第2面）

②前年度中に新たに保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物

廃棄物の型式等 量

濃度
区分
保管開始
年月日

保管開始
理由

参考事項廃棄物の種類 総重量
（1台当たり

砿量×台数）

番号 定格
容量 型式 ｜製造年月 ｜表奮号

台数又は
容器の数

製造者名

PCB濃度; 24mg
/kg

変圧器（トラン
ス）

RA-T | 1992年 使用中止100 KVAI三菱電機
《
口 低濃度365 k9G201167 1 R4． 10． 1922-001

PCB濃度: 16mg
/k9

変圧器（トラン
ス）

使用中止協電 1989年 1 台 145 kg 低濃度KHC-SO lAO176Y2 R4． 10． 1915 KVA22-002

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物（④の場合を除く。 ）

廃棄物の型式等 量

濃度
区分
保管終了
年月日

保管終了
理由

移動先の保管の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地

参考事項総重量
（1台当たり
璽量×台数）

番号 廃棄物の種類 定格
容量

製造年
月

表示記号
等
台数又は

容器の数
製造者名 型式

④前年度中に自ら処分し、又は処分を委託したポリ塩化ピフェニル廃棄物

自ら処分した場合 処分を委託した場合廃棄物の型式等 量

濃度
区分

参考事項総重量
（1台当たり
重量×台数）

番号 廃棄物の種類 処分
年月日

処分
年月日

定格
容量

処分委託
年月日

処分受託者の
名称

製造年
月

処分後の廃棄物の
種類及び処分先

表示記号
等
台数又は
容器の数

製造者名 型式

PCB濃度
24Ing/k9

鴎
度

幸
電
菱

機

一
一
一変圧器（トラ

ンス）
群桐エコロ(株）RA-T I1992年 R5.5． 14R5．4.24100 KVA G201167 台 365 kg122-001

PCB濃度
16mg/k9

鴎
度

変圧器（トラ
ンス）

群桐エコロ(株）15 KVA協電 KHC-SO | 1989年 lAo176Y2 R5. 5． 14R5.4.241 台| 145 kg22-()02



(第3面）

2．ポリ塩化ピフェニル使用製品について

所在事業場の名称

所在事業場の所在地

|電話雷号’電話番号
ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る事業の管理

責任者の職名及び氏名

’
所在の場所

①前年度の3月31日に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。 ）

製品の型式等 廃棄の見込み 量

濃度
区分

総重量
（1台当たり
爾最×台数）

製品の種類番号 参考事項廃棄予定
年月

定格
容量

処分業者との
調整状況

台数又は
容器の数製造年月|表誓号製造者名｜ 型式

②前年度中に新たに所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ピフェニル使用電気工作物を除く。以下同じ。 ）

製品の型式等 量

所有開始
年月日

所有開始
場所

所有開始
理由

総重量
（1台当たり
重量×台数）

番号 製品の種類 参考事項定格
容量

台数又は
容器の数

表示記号
等

型式 ｜製造年月製造者名

｜ l l l l l



（第4面）

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において所有することとなった高濃度ポリ塩化ピフェニル使用製品

製品の型式等 量

所有終了
年月日

所有終了
理由

移動先の所在の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地

参考事項製品の種類 総重量
（1台当たり

砿量×台数）

番号

蕊製造者名 型式 |製造年月|表奮号
台数又は
容器の数

■

1． この届出書は、ポリ塩化ピフェニル廃棄物の保管又はポリ塩化ビフェニル使用製品の所有に係る事業場ごとに作成し、毎年度6月30日までに提出すること。

2．届出者や事業場に関する情報に変更があった場合には、速やかに都道府県知事に連絡すること。
3． 「保管事業場の名称」及び「保管事業場の所在地」の柵には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の場所に係る事業場を記入すること。また、 「所在事業場の名称」及び

「所在事業場の所在地」の柵には、ポリ塩化ビフェニル使用製品の所在の場所に係る事業場を記入すること。
4． 「番号」の欄には、それぞれ先頭に「前年度の元号数一」を加えた整理番号（平成28年度の保管状況を届け出る場合の例：28－001）を付すこと。なお、前回ま
での届出において既に当該事業場における番号が付されているものについては、引き続きその番号を記入すること。

5~ 「廃棄物の種類」及び「製品の種類」の柵には、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること。
6． 「廃棄物の型式等」及び「製品の型式等」の欄には、変圧器（トランス）等の銘板に記栽されている「定格容量」 、 「製造者名｣、 「型式｣、 「製造年月」及び「表示記号

等」を記入すること。なお、 「表示記号等」については、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること （例：不燃性油） 。
7~ 「処分予定年月」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物を自ら処分し、又は他人に委託することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル

廃棄物については記入しなくて構わない。

8~ 「量」の欄のうち、 「台数又は容器の数」の欄には、ボリ塩化ピフェニルを使用する電気機器については台数（個数）を、その他のものについては保管している容器の
数（缶数等）を、それぞれ単位とともに記入すること。ただし、電気機器であっても、小型のものを容器にまとめて保管している場合であって台数（個数）を把握する
ことができないときは、保管している容器の数（缶数等）を単位とともに記入すること。

9． 「量」の欄のうち、 「総重量」の欄には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については、 1台当たりの重量に台数（個数）を掛けた重堂を記載すること。その他
のものについては、容器込みでの重量を記載すること。

10． 「濃度区分」の欄には、 「高濃度」 、 「低濃度」又は「不明」のうち該当するものを記入すること。なお、 「高濃度」とは高濃度ポリ塩化ピフェニル廃棄物又は高濃
度ポリ塩化ビフェニル使用製品の略称、 「低濃度」とは高濃度ポリ塩化ピフェニル廃棄物以外のポリ塩化ピフェニル廃棄物又は高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品以外

のポリ塩化ビフェニル使用製品の略称である。

11． 「保管の状況」として、新たにポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況を届け出る場合や、既に届け出たポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況に変更があった場合

には、保管しているポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管状況の分かる写真を本届出に添付すること。
12． 「保管の状況」の欄のうち、 「容器の性状」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している容器の有無、容器がある場合にはその種類を具体的に記入すること

（例： 「ドラム缶」 、 「なし」 ） 。

13． 「保管の状況」の欄のうち、 「囲い等の有無」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している場所の周囲の囲いの有無及び保管に係る掲示板の有無を記入する
こと。

14~ 「保管の状況」の欄のうち、 「分別・混在の別」の欄には、他の物品と分別して保管しているか混在して保管しているかの別を記入すること。
15． 「保管の状況」の欄のうち、 「漏れ等のおそれ」の欄には、保管中のポリ塩化ビフェニル廃棄物が漏れたりこぼれ落ちたりするおそれの有無を記入すること。

備考



(第5面）

16． 「処分業者との調整状況」の柵には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物及び高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る処分業者との委託契約の締結状況等を記入する
こと。低濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物については記戦しなくて構わない。

17． 「参考事項」の柵には、その他保管の状況等を把握する上で参考となる事項を記入すること（例： 「屋内で保管」 、 「絶縁油を抜いたもの」 、 「PCB濃度△mg/kg」 、
「今後分析予定」 ） 。なお、保管の場所や所在の場所が複数存在する場合は、各廃棄物及び製品について、その保管の場所又は所在の場所をそれぞれ特定して記載する
こと。

18~ 「保管開始理由」及び「所有開始理由」の欄には、 「他の事業場から移動」 、 「譲受け」及び「承継」のいずれかを記入すること。
19． 「保管終了理由」及び「所有終了理由」の柵には、 「他の事業場に移動」 、 「譲渡し」及び「承継」のいずれかを記入すること。

20~ 「処分年月日」の棚には、実際にポリ塩化ビブェニル廃棄物の処分が終了した日を記入すること。

21 ~ 「処分後の廃棄物の種類及び処分先」の柵には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を処分した後に生じた廃棄物の種類及び処分先を記入すること。
22． 「①前年度の3月31日に使用していたポリ塩化ビフエニル使用製品（高濃度ポリ塩化ピフエニル使用電気工作物を除く。 ） 」の表は、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用
製品以外のポリ塩化ビフエニル使用製品については、ポリ塩化ピフエニル廃棄物の保管事業者が、本施行規則第9条第1項第5号又は第20条第1項第5号の規定に基づ
き、記載するものである。

23~ 「高濃度ポリ塩化ビフエニル使用電気工作物」とは、電気事業法（昭和39年法律第170号）第2条第1項第18号に規定する電気工作物である高濃度ポリ塩化ビ
フェニル使用製品をいう。

24． この届出書において、 「廃棄」とは、ポリ塩化ビフェニル使用製品の使用を止め、廃棄物とすることをいう。

25~ 「廃棄予定年月」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品を廃棄することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品については

記赦しなくて構わない。

26~ この届出に係るポリ塩化ビフエニル廃棄物の処分についての産業廃棄物管理票の写し（廃棄物処理法第12条の3第4項又は第12条の5第5項の規定による送付を

受けた産業廃棄物管理票の写しをいう。以下同じ。 ）を複写機によりA3判以下の大きさの用紙に複写したものを添付すること。なお、電子情報処理組織を使用するた

めこれらの書類を添付することができない場合は、当該これらの書類に代えて、当該これらの書類に記載される事項に相当する事項を記録した電磁的記録をA3判以下

の大きさの用紙に出力したものを添付すること。ただし、 6月30日において、産業廃棄物管理票の写しの送付又は廃棄物処理法第12条の5第4項の規定による通知

を受けていないため添付すべき書類を添付することができないときは、その産業廃棄物管理票の写しの送付のあった日又はその通知のあった日から10日以内に提出す

ること。

27．その他環境大臣が定める書類及び都道府県知事が必要と認める書類を添付すること。
28．都道府県知事が定める部数を提出すること。





様式第一・号(ー)

/＼ ヘ

(第九条、第二十条及び第三十七条関係)
(第1面)

ポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分状況等届出書(保管事業者及び所有事業者用)

令和 5年
金沢市長

dゞ腕定に基、1工云1 棄 L正。f"一理の推進1三関す全朱ナ易1措L百江第8条第1項,(法第15条及び第19条において院み替えて準用する場口を含む。)
1.ポリ塩化ビフェニル廃棄物について

殿

金沢市役F

令和 5年5.29

保管事業場の名称

保管事業場の所在地

特別管理産業廃棄物管理責任者の職名及び氏名

保管の場所

士肥研磨工業(株)

①前年度の3月肘日に保管していたポリ塩化ビフェニル廃棄物

石川県金沢市いなほ1丁目17番地

仁コ

番号

第2工場電気室(使用中)

廃棄物の種類
型式

技術部部長

廃棄物の型式等

金沢市いなほ1丁目17番地
土肥研磨工業株式会社

懸聯繊土肥憲太
(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号 076-276-58飴

長尾康裕

処分予定

年月
台数又は1総重量
容器の数1 101'・

5月25日

電話番号

濃度

区分
容器の.囲い等・分別・!漏れ等の

性状 1の有無1混在の別 1 おそれ

076-276-5863

保管の状況

処分業者との

調整状況

(日本工業規格 A列4番)

参考事項
年月脹示記号等

所
名

者
住
氏

出届

付
第
受
減ご

量

者
格
量
定
六



②前年度中に新たに保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物

番号 廃棄物の種類

③前年皮中に他の事業場又は他の事業者の事業場において保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物(④の場合を除く。)

定格 1製造者名
谷里 1

〆'、

番号 廃棄物の種類

廃棄物の型式等

④前年度中に自ら処分し、又は処分を委託したポリ塩化ビフェニル廃棄物

型式

番号

(第2面)

廃棄物の型式等

製造年月

廃棄物の種類

表示記号等

定格

容量

ヘ

台数又は

容号呈の数

製造者名

廃棄物の型式等

総重量

量X台数)

台数又は1総重量
容器の数1 』X'リ

型式

濃度

区分

製造年月 俵示記号等

濃度

区分

保管開始

年月厩

台数又は1総重量
容器の数潅量X厶駈

保管終了

年月日

保管開始

理由

保管終了

理由

濃度

区分

移動先の保管の場所並びに事業者

又は事業場の名称及び所在地

処分処分後の廃棄物の
年月日種類及び処分先

参考事項

自ら処分した場合

処分委託1処分受託者の
年月日!名称

処分を委託した場合

参考事項

処分
年月日
参考事項

型式

量

量

己一ノ

量

出佑格
量
定
客



2 ポリ塩化ビフェニル使用製品について

所在事業場の名称

所在事業場の所在地

ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る事業の管理
責任者の職名及び氏名

所在の場所

士肥研磨工業(株)

①前年度の3月31日に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品(高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。)

石川県金沢市いなほ1丁目17番地

〆ー＼

事業場の所在地と同じ

番号

2-01

製品の種類

②前年度中に新たに所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品(高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。以下同じ。)

変圧器Ⅱラン刀

技術部部長

(第3面)

三竺 1製゛者名1 型式 1製造年月俵霜腸等
谷軍1 1

番号

涼芝15帳Ⅶ

製品の型式等

長尾康裕

製品の種類

ヘ

IHCTR-S2 11980

定格

谷重 1製造者名

製品の型式等

髞兆1

型式

電話番号

1製造年月1表示記号等

2026年12月未実施

廃棄の見込み

台数又

076-276-5863

処分業者との

調整状況

(調整中)

台数又は

容器の数

1総重量
Q台当たり重

量X台数)

個数

所有開始

年月日

濃度

区分

所有開始

場所

低濃度

参考事項

調査の結果

濃度偲.5mg
/kg)

所有開始

理由
参考事項

目
里
り大
'
当
台

量

ム
ロ
 
X

総
Q
量

1

0 宮1

量



③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品

番号 製品の種類

備考

定格

谷量

オ'、

1.この届出書は、ボリ塩化ビフェニル廃棄物の保管又はポリ塩化ビフェニル使用製品の所有に係る事業場ごとに作成し、毎年度6月30日までに提出すること。
2.届出者や事業場に関する情報に変更があった場合には、速やかに都道府県知事に連絡すること。

3.「保管事業場の名称」及び「保管事業場の所在地」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の場所に係る事業場を記入すること。また、「所在事業場の名称」及び
「所在事業場の所在地」の棚には、ポリ塩化ビフェニル使用製品の所在の場所に係る事業場を記入すること。

4.「番号」の欄には、それぞれ先頭に「前年度の元号数一」を加えた整理番号(平成28年度の保管状況を届け出る場合の伊上 28-001)を付すこと。なお、前回ま
での届出において既に当該事業場における番号が付されているものについては、引き続きその番号を記入すること。
5.「廃棄物の種類」及び「製品の種類」の欄には、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること。

6,「廃棄物の型式等」及び「製品の型式等」の欄には、変圧器(トランス)等の銘板に記載されている「定格容量」、「製造者名」、「型式」、「製造年月」及ぴ「表示記号
等」を記入すること。なお、「表示記号等」については、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること(伊上不燃性油)。
フ.「処分予定年月」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物を自ら処分し、又は他人に委託することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル
廃棄物については記入しなくて構わない。

8.「量」の欄のうち、「台数又は容器の数」の欄には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器にっいては台数(個数)を、その他のものについては保管している容器の
(缶数等)を、それぞれ単位とともに記入すること。ただし、電気機器であっても、小型のものを容器にまとめて保管している場合であって台数(個数)を把握する
ことができないときは、保管している容器の数(缶数等)を単位とともに記入すること。

9.「量」の柳のうち、「総重量」の欄には、ボリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については、 1台当たりの重量に台数(個数)を掛けた重量を記載すること。その他
のものについては、容器込みでの重量を記載すること。

10.「濃度区分」の梱には、「高濃度」、「低濃度」又は「不明」のうち該当するものを記入すること。なお、「高濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃
度ポリ塩化ビフェニル使用製品の略称、「低濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物以外のボリ塩化ピフェニル廃棄物又は高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品以外
のポリ塩化ビフェニル使用製品の略称である。

「保管の状況」として、新たにポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状祝を届け出る場合や、既に届け出たポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況に変更があった場合11

には、保管しているポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管状況の分かる写真を本届出に添付すること。
12.「保管の状況」の欄のうち、「容器の性状」の棚には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している容器の有無、容器がある場合にはぞの種類を具体的に記入すること
(伊上「ドラム缶」、「なしJ)。
「保管の状況」の棚のうち、「囲い等の有無」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している場所の周囲の囲いの有無及び保管に係る掲示板の有無を記入する13

こと。

14.「保管の状況」の欄のうち、「分別・混在の別」の欄には、他の物品と分別して保管しているか混在して保管しているかの別を記入すること。
15.「保管の状況」の欄のうち、「漏れ等のおそれ」の欄には、保管中のポリ塩化ビフェニル廃棄物が漏れたりこぼれ落ちたりするおそれの有無を記入すること。

1製造者名1 型式

製品の型式等

1製造年月法示記号等
+

所有終了
理由

(第4面)

台数叉は1
容器の数1

移動先の所在の場所並びに事業者

又は事業場の名称及び所在地

量

ヘ

総重
a台当たり重

呈X台捌

参考事項
所有終了

年月日



(第5面)
16.「処分業者との調整状況」の棚には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物及び高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る処分業者との委託契約の締結状況等を記入する
こと。低濃度ポリ塩化ビフエニル廃棄物については記載しなくて構わない。

17.「参考事項」の欄には、その他保管の状況等を把握する上で参考となる事項を記入すること(例:「屋内で保管」、「絶緑油を抜いたもの」、 rpC3濃度△鴫/k創、
「今後分析予定」)。なお、保管の場所や所在の場所が複数存在する場合は、各廃棄物及び製品について、その保管の場所又は所在の場所をそれぞれ特定して記載する
こと。

「保管開始理由」及び「所有開始理由」の欄には、「他の事業場から移動」、「譲受け」及び「承継」のいずれかを記入すること。18

19.「保管終了理由」及び「所有終了理由」の欄には、「他の事業場に移動」、「譲渡し」及び「承継」のいずれかを記入すること。
「処分年月日」の欄には、実際にポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分が終了した日を記入すること。20

21.「処分後の廃棄物の種類及び処分先」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を処分した後に生じた廃棄物の種類及び処分先を記入すること。
22.「①前年度の3月31日に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品(高濃度ボリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。)」の表は、高濃度ボリ塩化ビフェニル使用
製品以外のポリ塩化ビフェニル使用製品にっいては、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管事業者が、本施行規則第9条第]項第5号又は第20条第1項第5号の規定に基づ
き、記載するものである。

23.「高濃度ポリ塩化ビフエニル使用電気工作物」とは、電気事業法(昭和39年法律第170号)第2条第1項第18号に規定する電気工作物である高濃度ポリ塩化ビ
フェニル使用製品をいう。

24.この届出書において、「廃棄」とは、ポリ塩化ビフェニル使用製品の使用を止め、廃棄物とすることをいう。
「廃棄予定年月」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品を廃棄することを予定している年月を記入すること。低濃度ボリ塩化ビフェニル使用製品にっいては25

記載しなくて構わない。

6.この届出に係るポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分にっいての産業廃棄物管理票の写し(廃棄物処理法第12条の3第4項又は第12条の5第5項の規定による送付を2

受けた産業廃棄物管理票の写しをいう。以下同じ。)を複写機によりA3判以下の大きさの用紙に複写したものを添付すること。なお電子情報処理組織を使用するた
めこれらの書類を添付することができない場合は、当該これらの書類に代えて、当該これらの書類に記載される事項に相当する事項を記録した電磁的記録をA3判以下
の大きさの用紙に出力したものを添付すること。ただし、 6珂30日において、産業廃棄物管理票の写しの送付又は廃棄物処理法第12条の5第4項の規定にょる通知
を受けていないため添付すべき書類を添付することができないときは、その産業廃棄物管理票の写しの送付のあった日又はその通知のあった日から10日以内に提出す
ること。

27.その他環境大臣が定める書類及び都道府県知事が必要と認める書類を添付すること。
28.都道府県知事が定める部数を提出すること。

/＼ /"＼



NAITOH Environmen士al solenoe co,,Ltd
2051-2,Daitakubo,Mihami-ku,saltama-shi,
SAITAMA,336-0015JAPAN '
Phone:+81-48-887-2590
FAX;÷剖-48-886-2817

、

報告先名

試料名

検査目的

採取場所

採取月日

収集区分

特記事項

試験検査結果

ぐ

IheKr11ghts

土肥研磨工業株式会社様

絶縁油

PCB特別措置法

第2工場キュービクノレ内

平成 30年5月20日

持込

試験検査結果書

製造者

製造年

型式

製造番号

定格容量

機器名称

油量

封入方式

設置場所

総重量

東芝

1980年

HCTR-S2

80010195

150kvA

トランス

1250

<

試料詳細

倖&告番号那05H-01397-D

判

試験検査方法:絶縁油中の微量PCBに関する簡易測定法マニュアル(第3版)
2.1.2加熱多層シリカゲルカラム/アルミナカラム/

キャピラリーガスクロマトグラフ/電子捕獲型検出器(GC/ECD)法
検出下限値 0.10 mg/kg

平成30年5月22日受付した試料の試験検査結果は、上記の通りであったととを報止します。

平成 30年5月29日

定

5601鴫

上記試験結果は、PCB廃棄物の処理目標基準を上回り、PCB廃棄物に咳当する。

゛

ポリ塩化ビフェニル

「再生紙を使用していま,・」

単位

8.5

基準値

m宮/kg
0.5以下で
あること

計量証明事業所埼玉県知事登録(濃度)第506号

内藤環境管理株武会社
〒闘6,om5
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､I

様式第一号（一） （第九条、第二十条及び第二-'一七条関係）

（第1面）

ポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分状況等届出書（保管事業者及び所有事業者用）

令和5年6月z日
金沢市長 殿

一一一－－－～、

届出者

‘

住所金沢市大野町4丁目ソ3番
東西オイルターミナル株

氏名金沢油槽所所長 村
（法人にあっては、名称及

電話番号076-238-1101

(法第15条及び第19条において読み替えて準用する場合を含む。 ）

一一h

号

ポリ塩化ビフエニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法第8条第1項（法第15条及び第19条I《

の規定に基づき、令和 5年度のポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分の状況等を届け出ます。

1~ポリ塩化ビフェニル廃棄物について

保管事業場の名称 東西オイルターミナル株式会社金沢油槽所

保管事業場の所在地 金沢市大野町4丁目ソ3番地

|電話番号’電話番号特別管理産業廃棄物管理責任者の職名及び氏名 石浦章浩 076-238-1101

’保管の場所 電気室内

①前年度の3月31日に保管していたポリ塩化ビフエニル廃棄物

保管の状況廃棄物の型式等 量

処分予
定
年月

台数又

は

容器の
数

濃度
区分

処理業者との
調盤状況

漏れ等
の

おそれ

分別・

混在の
別

参考事項廃棄物の種類番号 総重量
（1台､l1たり
InfIt×行数）蕊製造者名製式製造年月|表奪a号

容器の

性状
囲い等
の有無

囲い

有、掲
示有

変圧器（トラ
ンス） 60,‘州三菱電機 RA' | 1970年不燃(性）油 なし低濃度 分別 なし検討I･|' 1 台|30500 kg26－001

’
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（第2面）

②前年度中に新たに保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物

廃棄物の型式等 量

濃度
区分
保管開始
年月日

保管開始
理由

廃棄物の種類 参考事項番号 総重量
( 1台､~'iたり
服峨×台数）

定格
容量 型式 ｜製造年月 ｜表零号

台数又は
容器の数

製造者名

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物（④の場合を除く。 ）

廃棄物の型式等 量

濃度
区分
保管終了
年月日

保管終了
理由

移動先の保管の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地

参考事項番号 総重量
( 1台､Liたり
'1t城×台数）

廃棄物の種類 定格
容量

製造年
月

表示記号
等
台数又は
容器の数

製造者名 型式

④前年度中に自ら処分し、又は処分を委託したポリ塩化ビフェニル廃棄物

処分を委託した場合廃棄物の型式等 自ら処分した場合
皇
里

濃度
区分

参考事項番号 廃棄物の種類 総重量
（1台Ⅷiたり
1胚it×台数）

定格
容量

処分
年月日

製造年
月

処分

年月日
処分委託
年月日

処分受託者の
名称

表示記号
等
台数又は
容器の数

処分後の廃棄物の
種類及び処分先

製造者名 型式



~
口

(第3面）

2．ポリ塩化ビフェニル使用製品について

所在事業場の名称

所在事業場の所在地

｜
’ |電話番号’電話番号

ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る事業の管理
責任者の職名及び氏名

所在の場所

①前年度の3月31日に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。 ）

製品の型式等 廃棄の見込み 量

濃度
区分

番号 製品の種類 総重量
（1台皿iたり
iItI8t×台数）

参考事項定格
容量

廃棄予定
年月

処分業者との
調整状況

台数又は
容器の数

表示記号

等
製造者名 型式 製造年月

②前年度中に新たに所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。以下同じ。 ）

製品の型式等 鯉

所有開始
年月日

所有開始
場所

所有開始
理由’

参考事項番号 製品の種類 総重鐘
（1ﾁｹ､'iたり
IIWlt×台数）

定格
容量

台数又は
容器の数

表示記号
等

製造者名 型式 製造年月
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③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において所有することとなった高濃度ポリ塩化ピフェニル使用製品

製品の型式等 鼠

所有終了
年月日

所有終了
理由

移動先の所在の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地

参考事項製品の種類 総重量
（1台uiたり
ImIt×台数）

番号 定格
容量

台数又は
容器の数

表示記号
等

製造年月型式製造者名

1． この届出書は、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管又はポリ塩化ビフェニル使用製品の所有に係る事業場ごとに作成し、毎年度6月30日までに提出すること。
2．届出者や事業場に関する情報に変更があった場合には、速やかに都道府県知事に連絡すること。

3． 「保管事業場の名称」及び「保管事業場の所在地」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の場所に係る事業場を記入すること。また、 「所在事業場の名称」及び

「所在事業場の所在地」の欄には、ポリ塩化ビフェニル使用製品の所在の場所に係る事業場を記入すること。

4． 「番号」の欄には、それぞれ先頭に「前年度の元号数一」を加えた整理番号（平成28年度の保管状況を届け出る場合の例： 28－001）を付すこと。なお、前回ま

での届出において既に当該事業場における番号が付されているものについては、引き続きその番号を記入すること。

5． 「廃棄物の種類」及び「製品の種類」の欄には、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること。

6． 「廃棄物の型式等」及び「製品の型式等」の欄には、変圧器（トランス）等の銘板に記赦されている「定格容量」 、 「製造者名｣、 「型式｣、 「製造年月」及び「表示記号

等」を記入すること。なお、 「表示記号等」については、記入要領に沿って、その弔称を具体的に記入すること （例：不燃性油） 。

7． 「処分予定年月」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物を自ら処分し、又は他人に委託することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル

廃棄物については記入しなくて構わない。

8． 「量」の欄のうち、 「台数又は容器の数」の欄には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については台数（個数）を、その他のものについては保管している容器の

数（缶数等）を、それぞれ単位とともに記入すること。ただし、電気機器であっても、小型のものを容器にまとめて保管している場合であって台数（個数）を把握する
ことができないときは、保管している容器の数（缶数等）を単位とともに記入すること。

9． 「量」の棚のうち、 「総重量」の欄には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については、 1台当たりの重盆に台数（個数）を掛けた重量を記載すること。その他

のものについては、容器込みでの重量を記載すること。

10． 「濃度区分」の棚には、 「高濃度」 、 「低濃度」又は「不明」のうち該当するものを記入すること。なお、 「高濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃

度ポリ塩化ビフェニル使用製品の略称、 「低濃度」 とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物以外のポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品以外

のポリ塩化ビフェニル使用製品の略称である。

11． 「保管の状況」として、新たにポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況を届け出る場合や、既に届け出たポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況に変更があった場合

には、保管しているポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管状況の分かる写真を本届出に添付すること。

12． 「保管の状況」の欄のうち、 「容器の性状」の棚には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している容器の有無、容器がある場合にはその種類を具体的に記入すること

（例： 「ドラム缶」 、 「なし」 ） 。

13． 「保管の状況」の棚のうち、 「囲い等の有無」の棚には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している場所の周囲の囲いの有無及び保管に係る掲示板の有無を記入する

こと。

14． 「保管の状況」の棚のうち、 「分別・混在の別」の棚には、他の物品と分別して保管しているか混在して保管しているかの別を記入すること。
15． 「保管の状況」の柵のうち、 「漏れ等のおそれ｣の柵には、保管中のポリ塩化ビフェニル廃棄物が漏れたりこぼれ落ちたりするおそれの有無を記入すること。

備考
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16． 「処分業者との調整状況」の棚には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物及び高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る処分業者との委託契約の締結状況等を記入する

こと。低濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物については記載しなくて構わない。

17． 「参考事項」の棚には、その他保管の状況等を把握する上で参考となる事項を記入すること （例： 「屋内で保管」 、 「絶縁油を抜いたもの」 、 「PCB濃度△mg/kg」 、
「今後分析予定」 ） 。なお、保管の場所や所在の場所が複数存在する場合は、各廃棄物及び製品について、その保管の場所又は所在の場所をそれぞれ特定して記載する
こと。

18． 「保管開始理由」及び「所有開始理由」の欄には、 「他の事業場から移動」 、 「譲受け」及び「承継」のいずれかを記入すること。

19． 「保管終了理由」及び「所有終了理由」の欄には、 「他の事業場に移動」 、 「譲渡しj及び「承継」のいずれかを記入すること。

20~ 「処分年月日」の棚には、実際にポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分が終了した日を記入すること。

21 ~ 「処分後の廃棄物の種類及び処分先」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を処分した後に生じた廃棄物の種類及び処分先を記入すること。
22． 「①前年度の3月31日に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。 ） 」の表は、高濃度ポリ塩化ビフエニル使用

製品以外のポリ塩化ビフェニル使用製品については、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管事業者が、本施行規則第9条第1項第5号又は第20条第1項第5号の規定に基づ

き、記載するものである。

23． 「高濃度ポリ塩化ビフエニル使用電気工作物」 とは、電気事業法（昭和39年法律第170号）第2条第1項第18号に規定する電気工作物である高濃度ポリ塩化ビ

フェニル使用製品をいう。

24． この届出書において、 「廃棄」とは、ボリ塩化ビフェニル使用製品の使用を止め、廃棄物とすることをいう。

25． 「廃棄予定年月」の柵には、高濃度ポリ塩化ビフエニル使用製品を廃棄することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフエニル使用製品については

記救しなくて樅わない。

26． この届出に係るポリ塩化ビフエニル廃棄物の処分についての産業廃棄物管理票の写し（廃棄物処理法第12条の3第4項又は第12条の5第5項の規定による送付を

受けた産業廃棄物管理票の写しをいう。以下同じ。 ）を複写機によりA3判以下の大きさの用紙に複写したものを添付すること。なお、電子情報処理組織を使用するた

めこれらの書類を添付することができない場合は、当該これらの書類に代えて、当該これらの書類に記赦される事項に相当する事項を記録した電磁的記録をA3判以下

の大きさの用紙に出力したものを添付すること。ただし、 6月30日において、産業廃棄物管理票の写しの送付又は廃棄物処理法第12条の5第4項の規定による通知
を受けていないため添付すべき書類を添付することができないときは、その産業廃棄物管理票の写しの送付のあった日又はその通知のあった日から10日以内に提出す

ること。

27~ その他環境大臣が定める書類及び都道府県知事が必要と認める書類を添付すること。

28~都道府県知事が定める部数を提出すること。


